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１． はじめに 
結果送り先 顧客・電話応対等のフロント業務では、スムーズな応対

を行うために、顧客応対中には紙へメモ書きを行い、応対

後にメモを見ながら応対時の情報をキーボードで再入力す

ることが多い。このような業務では、1)キーボードによる

再入力が必要で IT スキルの高くない作業者には使いにく

い、2)図の入力などはキーボードやマウスでは難しい、 

3)メモ原本の保存にコストがかかるといった課題がある。 
筆跡の選択 

我々はその解決策として、タブレット等を利用して電子

的に手書きメモを入力し、あとでメモの必要部分を選択し

て認識させ、手書きメモ原本は電子的に保存することがで

きるシステムが有効であると考え、自由手書きメモからの

情報入力システム（以下手書きメモシステム）を開発して

きた[1]  

修正インタフェース 自由手書きメ

モ領域 

図１ 従来システム 
これまでのシステムでは、筆跡データや認識結果を受け

取る側に筆跡データ受け取りや認識結果修正のための作り

込みが必要であり、既存のアプリケーションへの組み込み

や新規開発の手軽さ、キーボード環境との共存という点で

課題があった。 
そこで今回、我々は汎用の手書き入力パネルと手書きメ

モを連携動作させることでこれらの課題を解決できる手書

きメモシステムを開発した。 
本稿では、まず従来の手書きメモシステムの課題を説明

し、続いて課題を解決するためのシステム構成と構成要素

であるソフトウエア部品について述べ、 後に本部品を使

用した応用例を紹介する。 

2 ．手書きメモからの情報入力システム 
2.1 従来のシステムと課題 
従来の手書きメモシステムを図１に示す。このシステム

の基本的な動作は、右側にある手書きメモ領域にメモを書

き、その後、左側のウィンドウの認識結果を入力したいテ

キスト領域をペンで Tap し、続けて囲みジェスチャで認識

させたい筆跡を選択すると、選択された筆跡の認識結果が

指定したテキスト領域に挿入されるというものである。 
従来のシステムでは、入力対象となるテキスト領域に筆

跡の受け取りや修正機能など特殊な作り込みが必要で、 
(1)情報の受け側のアプリケーションへの専用部品の埋め

込みが必要 
(2)キーボード入力との併用が実現されていない 

といった課題が存在した。 
また、入力結果の修正操作などで、専用部品よりも通常

の手書き入力パネルのほうが操作に一貫性があり分かりや

すいとの意見もあった。 
 

2.2 新手書きメモシステムの構成 
上記課題を解決するため、筆跡情報を一旦、汎用の「手

書き入力パネル」に送り、筆跡の認識・結果修正を行って

から結果をアプリケーションに送るという方式でシステム

を構成する。（図２） 
2.3 新手書きメモシステムの構成要素 

2.3.1 手書き入力パネル 
手書き入力パネルは、我々が開発した独自のハイブリッ

ド認識方式[2]を用いた汎用の手書き入力パネルであり、

Windows 上の手書き IME として単体動作可能である。本パ

ネルは、利用者の文脈と字形を学習して認識精度を高める

ハイブリッド型個人適応機能[3]と、手書きによる単語予測

機能[4]とをもち、業務単語を初期辞書とした入力予測が可

能である。また高精度な枠なし認識機能[5]を持ち、1) 中間

ファイルを通じて手書きメモに入力された枠なし文字列を

認識する機能と、2) テキスト入力する位置の明示機能、 
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図 2 新手書きメモシステムの構成 
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3) 認識モードやテキスト入力位置の切替機能などを有する。

（図 3） 

2.3.2 自由手書きメモ部品 
手書き文字や図形などを自由に筆記するための部品で、

Windows の OCX として実装されており、Visual Basic 等の

フォームに張るだけで次のような機能を利用することがで

きる。1)手書き筆跡の入力を受け付け・格納をする、2)ジ
ェスチャによる筆跡の囲み選択や消去、3)背景への画像読

み込み機能、4)拡大縮小表示、5)画像・筆跡の保存(jpg,bmp
等)、6)手書き入力パネルとの筆跡情報連携機能を有する。

(図 4) 

2.3.3 手書き入力パネル呼び出し部品 
手書き入力パネルと自由手書きメモ部品を使用したアプ

リケーションを容易に構築するためのオプション部品（必

須ではない）でボタンとテキストボックスからなり、1)認
識モードを設定し手書きパネルを呼び出す機能と、2)手書

き入力パネルの認識結果を受け取る機能を持ち、既存のキ

ーボード入力環境との共存が可能である。 

3．応用例 
これらの部品を用いて試作したサンプルアプリ画面を図

５に示す。本アプリは、電話応対での情報入力を想定した

もので、基本的な利用方法は次のとおりである。1)電話で

顧客応対を開始すると、ペンタッチにより自由手書きメモ

画面を開き、メモをとる(図４)。2)応対後(図５)、メモ内容

のうちテキスト化したい部分をペンで囲む。3)送り先を指

定すると手書きパネル(図３)が開き、先に選択した筆跡が

認識表示される。4)手書きパネルで確認/修正後、認識結果

を所望の入力領域に送る。 

認識結果表示欄 
予測単語表示欄 

手書き入力文字枠 
手書きパネル呼び出し部品 

図 3 手書き入力パネル 

4．まとめ 
タブレットを利用して手書きメモから効果的に情報入力

ができる手書き入力技術を開発した。本システムは、電話

応対担当者やキーボードに不慣れな外回り担当者が、顧客

との応対内容を電子化する場合等に有効である。本技術に

より直接キーボード入力が困難なフロント業務での情報入

力システムを Visual Basic 等で効率良く開発することがで

きる。今後はインタフェースの性能評価と認識精度の継続

的な改善を行う予定である。 
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図５ 応用例（全体イメージ） 
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図４ 自由手書きメモインタフェースの例 
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